
土木建築委員会会議記録

土木建築委員長 衞藤 明和

１ 日 時

平成２９年９月２０日（水） 午前１０時００分から

午前１１時２５分まで

２ 場 所

第１委員会室

３ 出席した委員の氏名

衞藤明和、井上明夫、嶋幸一、木田昇、小嶋秀行、久原和弘、吉岡美智子

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

森誠一、古手川正治、戸高賢史

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

土木建築部長 阿部洋祐 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第８０号議案のうち本委員会関係部分及び第８５号議案については、可決すべきものと

いずれも全会一致をもって決定した。

（２）第４号報告のうち本委員会関係部分については、承認すべきものと全会一致をもって決

定した。

（３）第８３号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと総務企画委員会に

回答することを全会一致をもって決定した。

（４）大分県長期総合計画の実施状況について、公社等外郭団体の経営状況等について及びお

おいた土木未来プランの取組状況についてなど、執行部から報告を受けた。

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（６）県外所管事務調査の日程を決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 副主幹 長友玉美

議事課議事調整班 主幹 増永康弘



土木建築委員会次第

日時：平成２９年９月２０日（水）１０：００～

場所：第１委員会室

１ 開 会

２ 土木建築部関係 １０：００～１１：５０

（１）付託案件の審査

第 ８０号議案 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第４号）

（本委員会関係部分）

第 ４号報告 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第３号）について

（本委員会関係部分）

第 ８５号議案 県有地の売却について

（２）合議案件の審査

第 ８３号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

（３）諸般の報告

①大分県長期総合計画の実施状況について

②公社等外郭団体の経営状況等について

③おおいた土木未来プランの取組状況について

④都市計画道路庄の原佐野線（元町・下郡工区）の開通の見通しについて

（４）その他

３ 協議事項 １１：５０～１２：００

（１）閉会中の継続調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）その他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

衞藤委員長 ただ今から、委員会を開きます。

本日は都合により、小嶋委員が遅れており

ます。

本日は委員外議員として、森議員、古手川

議員、戸高議員が出席しております。

ここで委員外議員の皆さんにお願いします。

発言を希望される場合は、委員の質疑、討

論終了後に、挙手の上、私から指名を受けた

後、長時間にわたらないよう、要点を簡潔に

御発言願います。

なお、審査の進行状況を勘案しながら議事

を進めてまいりますので、委員外議員の皆様

には、あらかじめ御了解をお願いいたします。

まず、審査に先立ちまして、この度の台風

第１８号による被害につきまして、執行部か

ら報告をいたしたい旨の申出がありましたの

で、これを許します。

阿部土木建築部長 それではまず、１７日に

県南部を中心に台風第１８号の被害が発生し

ております。この状況について私から御報告

させていただきます。

まずもって、この台風第１８号により、県

民の皆様に様々な被害が生じております。心

からお見舞い申し上げます。

今回の台風第１８号により津久見市や臼杵

市、佐伯市などを中心に広範囲に被害が及ん

でいます。

まず、今回の降雨の状況ですが、９月１７

日朝から降り始めておりますけれども、まず

県南部を中心に大雨となり、特に記録的短時

間大雨情報という１００ミリを超えると言わ

れるものが佐伯市で３回、津久見市で２回発

表されております。観測雨量も佐伯市の上浦

津井雨量局で、１時間当たり１２３ミリとい

う雨、それから佐伯管内、弥生の宇藤木雨量

局で１０６ミリと１００ミリを超える雨が２

回観測されております。津久見市では、時間

６０ミリを超える雨量が４回観測されるなど、

大変な雨量となっております。また、総雨量

も豊後大野市緒方町の長谷川雨量局で６６９

ミリを記録しておりまして、雨量としては先

般の７月の九州北部豪雨を上回る量の雨でご

ざいました。

お手元の資料で説明させていただきますが、

台風第１８号に係る災害の状況についてとい

うことで、昨日の１８時半現在の資料でござ

います。

まず、今回の災害で豊後大野市の７０歳代

男性の方が行方不明となっており、現在、警

察、消防等の捜索が続けられていますが、残

念ながらまだ発見に至っていないという状況

でございます。

それから住宅被害につきましては、まだ調

査中ではありますけれども、現時点で住家の

全壊１棟、半壊１棟、一部破損８棟、床上浸

水７２６棟など、合わせて１，３４８棟の被

害となっています。

被害戸数が災害救助法の基準に達した津久

見市と佐伯市におきましては、法の適用を決

定したところでございます。同様に、被災者

生活再建支援法についても、基準に達した津

久見市と佐伯市について、法の適用を決定し

たところでございます。

孤立地域は１地区、四浦地区の３５世帯、

５６人となっており、避難者については、現

在３箇所の避難所で１３世帯１９人の方が避

難されているという状況です。

ライフラインの被害についてですが、停電

は全て解消されましたけれども、通信につい

ては一部の地域で不通となっており、水道施

設については、佐伯市の本匠小半地区及び弥

生尺間地区や津久見市の上水道区域内など多

数の地域で断水や減水という状況でございま

す。

ＪＲ日豊本線及び豊肥本線の被害につきま

しては、ＪＲ九州が詳細な状況把握をしてい
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るところと聞いておりますけれども、複数の

箇所で、線路沿いの擁壁や盛土の一部崩落、

線路上への土砂や流木の流入が発生している

ということで、運転再開には時間を要する見

込みと聞いております。

また、不通区間における代行バスの運行も

開始されたところでございます。

農林水産業の被害でございますけれども、

風雨による水稲の倒伏や水田の冠水が各地で

確認されております。また、大分市のニラな

どのハウス内への浸水による作物被害や、佐

伯市などで、しいたけ乾燥機の浸水による施

設被害などが生じています。

商工業関係につきましては、津久見市、佐

伯市、臼杵市で多数の店舗等で浸水被害があ

ったと報告がありました。特に、津久見市中

心部、中央町、高洲町、宮本町では２００社

近くの事業所内に約５０センチメートルから

１２０センチメートルの泥水が流入している

という状況でございました。

教育関係につきましては、津久見市内を中

心に、校舎、グラウンド、給食施設などに浸

水被害が出ております。

土木建築部が所管するものにつきまして、

もう１枚別の資料がございまして、Ａ４横の

資料になります。字が小さくて申し訳ありま

せんが、今朝の８時現在で取りまとめたもの

がございます。

道路被害による通行規制でございますが、

全面通行止めが佐伯津久見線や四浦港津井浦

線など１１４箇所、片側通行規制が１７箇所

の計１３１箇所となっておりました。被災後、

速やかに地域の建設業者さん共々、啓開に当

たりまして、本日８時時点では、全面通行止

めが３２箇所となっています。引き続き、通

行止め箇所の道路啓開について全力で進めて

まいります。

河川関係ですけれども、浸水被害が、佐伯

市の井崎川や津久見市の津久見川など計７河

川、護岸崩壊等の施設被害は、佐伯市の井崎

川などで計１００箇所が確認されております。

まだまだ調査段階でございまして、これから

箇所数が増えるかと思われます。

砂防関係では、大分市の釜本地区や臼杵市

の竹脇地区など、計１９箇所で土砂災害が確

認されております。引き続き、管内全域の調

査を進めてまいります。

それから、港湾の護岸の損壊による施設被

害は佐伯港で１箇所確認されております。ま

た、アシやごみなどの漂着物が港の中にたま

っているという状況でございまして、津久見

港などで計１０箇所確認されております。こ

のうち、津久見港青江地区は１９日に除去が

ほぼ完了したところでございますけれども、

残る箇所についても早急に除去を進めてまい

ります。

今回はアシやごみということで、前回の九

州北部豪雨のときのような大きな倒木という

のは海の方には余り出ていないというのが特

徴かと思っております。

引き続き、被害状況の把握に努めながら、

状況が明らかになり次第、改めて詳しいこと

はお知らせしたいと思いますが、まずは被災

箇所に係る応急対策を含めて、県民の皆さん

が早く日常生活に戻れるように、しっかり取

り組んでまいります。

衞藤委員長 御報告ありがとうございました。

大きな災害が相次ぎ、執行部の皆さんの御苦

労が続きますが、体調管理にも留意しつつ、

被災地の早期復旧に取り組んでいただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。

久原委員 こん中に臼杵は一つもねえけど、

俺の所は、例えば畑あるいは田んぼなんかは

浸水がいっぱいあるんじゃけど、臼杵はどげ

えなっちょんのか。

古手川委員外議員 臼杵もそうでしょうが、

津久見も役所が把握できてないんで、津久見

も床下浸水の欄が空欄です。分からないくら

いの数だということで、昨日６時半現在であ

くまで情報がある分ということで、しょうが

ないんじゃないでしょうか。地元の役所がま

だそこまで確認作業ができていないですね。

衞藤委員長 今日はこの報告で、また今後、

第２回の報告をすればいいんじゃないですか
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ね。じゃあよろしくお願いします。

本日審査いただく案件は、今回付託を受け

ました議案２件、報告１件及び総務企画委員

会から合い議のありました議案１件でありま

す。

この際、案件全部を一括議題とし、これよ

り審査に入ります。

まず、第８０号議案平成２９年度大分県一

般会計補正予算（第４号）のうち本委員会関

係部分について及び第４号報告平成２９年度

大分県一般会計補正予算（第３号）のうち本

委員会関係部分については、関連があります

ので、一括して執行部の説明を求めます。

阿部土木建築部長 第８０号議案平成２９年

度大分県一般会計補正予算（第４号）及び報

告第４号平成２９年度大分県一般会計補正予

算（第３号）につきまして、土木建築部関係

の総括的な内容を御説明いたします。

お手元の土木建築委員会資料の１ページに

総括表がございますので、こちらで説明いた

します。

まず、今回の土木建築部に係る補正予算で

すが、１の補正予算額の表の左側に今回お願

いしております９月補正予算、右側に７月に

知事が専決を行った７月補正予算について記

載しております。まず、９月補正額ですけれ

ども、補正額県全体の右側、うち土木建築部

の欄に記載しておりますとおり、土木費で５

３億５，５１０万円の増額、災害復旧費で２

７億４，５１９万５千円の増額、総額で８１

億２９万５千円の増額をお願いするものでご

ざいます。

また、その右の７月補正額では、補正額県

全体の右側、うち土木建築部の欄に記載して

おりますとおり、総額で４億３千万円の増額

の専決につきまして、承認をお願いするもの

でございます。

今回の補正によりまして、一つ下の表、２

の土木建築部の平成２９年度予算額の左側、

一般会計の中ほど、計の欄のとおり、補正前

の６月現計予算額は、９０２億１１２万２千

円でございましたが、これに、９月補正予算

額と７月補正予算額を加えまして、補正後予

算額は９８７億３，１４１万７千円となって

おります。

今回の補正予算につきましては、７月の九

州北部豪雨により被災した公共土木施設の災

害復旧費などの増額によるものでございます。

これにより、本格的な復旧・復興に向け、

鋭意、取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

続きまして、３の債務負担行為の補正でご

ざいます。追加分といたしまして３件、３億

１，６２０万７千円の増額、変更分といたし

まして５件、１３億１３５万６千円の減額を

お願いするものでございます。

次に、４の繰越明許費（限度額）でござい

ます。

今回の災害復旧事業などにつきまして、今

議会におきまして限度額の設定をお願いする

ものでございます。

限度額の設定を行う事業といたしましては、

表に記載してありますとおり、公共事業２２

件、１１８億６，１２８万１千円、単独事業

で１２件、２７億９，７１４万８千円、合計

３４件、１４６億５，８４２万９千円でござ

います。

建設業におきましては、休日の確保や長時

間労働の解消など、就労環境の改善が喫緊の

課題ということでございます。そこで、今回

の繰越限度額の設定によりまして、年度末の

制約なく適切な工期で発注し、施工時期の平

準化に努めてまいりたいと考えております。

以上をもちまして、総括的な説明は終わら

せていただきますが、詳細につきましては、

関係課長から御説明させていただきます。審

議のほどよろしくお願いいたします。

浦辺土木建築企画課長 まず、第８０号議案

平成２９年度一般会計補正予算（第４号）の

具体的な内容について、御説明いたします。

委員会資料の２ページをお開き願います。

９月補正予算案の概要でございます。

まず、一番上の土木施設災害復旧事業は、

被災した道路、河川などの公共土木施設の原
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形復旧を行うとともに、河床や砂防ダムに堆

積した土砂や流木を除去する経費として、２

７億４，５１９万５千円の増額をお願いする

ものでございます。

次にその下、（単）道路防災事業等は、災

害の再発を防止するため、道路のり面の崩壊

箇所において補強工事などを行うとともに、

道路に堆積した土砂の除去等を行う経費とし

て、８億５千万円の増額をお願いするもので

ございます。

次にその下、（公）河川災害関連事業等は、

災害の再発防止のため、河道の拡幅や堤防の

かさ上げなどの機能強化を行うほか、河床に

堆積した土砂の除去等を行う経費として、１

６億５００万円の増額をお願いするものでご

ざいます。

次にその下、（公）緊急地すべり対策事業

等は、災害の再発防止のため、砂防施設の新

設・改築を行うほか、堆積した土砂の除去等

を行う経費として、１９億１０万円の増額を

お願いするものでございます。

最後にその下、災害関係受託事業は、災害

復旧工事を迅速かつ効率的に行うため、市所

管の橋りょうや護岸の工事を受託し一体施工

する経費として、１０億円の増額をお願いす

るものでございます。

続きまして、土木建築部関係の債務負担行

為について御説明いたします。

３ページを御覧ください。

１の債務負担行為の補正（追加分）でござ

います。

表の一番上の国道１９７号交通安全事業に

つきましては、大分市中心部の歩道と景観の

再整備のため、城址公園前のクロマツ移植工

事について、平成３３年度までの５箇年、限

度額１，９８０万円の債務負担行為の追加を

お願いするものでございます。

次にその下、表の２番目の大分県リバーパ

ーク犬飼管理運営委託料と３番目の大洲総合

運動公園及び総合体育館管理運営委託料につ

きましては、いずれも指定管理施設に係るも

ので、平成３０年４月１日からの管理委託に

向け、本年度中に基本協定を締結する必要が

あることから、平成３１年度までの３箇年、

それぞれ限度額１，７１９万９千円及び２億

７，９２０万８千円の債務負担行為の追加を

お願いするものでございます。

次に、２の債務負担行為の補正（変更分）

でございます。

表の４番目の土木施設災害復旧事業は、今

般の豪雨災害に伴う復旧工事を、来年の出水

期に備えて速やかに発注し、着実に進めるた

め、表の中央の列の補正欄にありますとおり、

限度額１３億５，１５３万５千円の債務負担

行為の増額をお願いするものでございます。

なお、表の１番目から３番目の道路改良事

業と５番目の生活排水処理施設整備費補助に

つきましては、表右側の備考欄に整理分と記

載しておりますとおり、２８年度３月補正で

御承認いただいた債務負担行為の変更分を、

今回の補正で改めて２９年度予算に反映させ

るものでございます。

続きまして、４ページを御覧ください。平

成２９年度７月補正予算について御説明いた

します。

今般の豪雨災害の復旧に向けて、国への災

害査定申請などのため、被災箇所の調査、測

量及び設計等に要する経費について、４億３

千万円の増額補正を行ったものでございます。

内訳として、災害復旧調査費が２億２千万

円、河川海岸調査費が１億４千万円、砂防調

査費が７千万円でございます。

後藤河川課長 続きまして、補正予算の説明

に関係して、去る９月８日の常任委員会にお

いて、改良復旧工事の整備効果についての御

質問がありましたので、御説明します。

別添でお配りしておりますＡ４カラー両面

の資料、左肩に「別紙」と記載しております

「事業効果：床上浸水対策特別緊急事業（山

国川）」を御覧ください。

まず、中津市山国川では、５年前の豪雨災

害を受け、河川の拡幅や掘削、橋りょうの架

け替え等を行う床上浸水対策特別緊急事業を

実施しています。中ほどの平面図を御覧くだ
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さい。左側が平成２４年当時の浸水被害状況、

右側が今回の被害状況でございますが、事業

の実施により、５年前以上の雨量が観測され

たにもかかわらず、水色の浸水範囲が大幅に

減っております。床上浸水戸数も真ん中下の

グラフ、赤の棒グラフのとおり、１２１戸か

ら３戸と大幅に軽減できたところです。

次に、裏のページをお開き願います。

日田市有田川でも、河川の拡幅等を行う河

川激甚災害対策特別緊急事業に取り組んでき

たところです。中ほどの平面図を御覧くださ

い。前回の浸水被害を水色で、今回の浸水被

害を赤枠で示しておりますが、浸水範囲が大

幅に減っており、右下のグラフ、事業効果と

して床上浸水戸数も６２戸から２８戸に軽減

しております。

この２河川とも、来年３月末の工事完了を

目指して実施中でございまして、完了すれば

更に浸水被害を軽減できるものと考えていま

す。

このような効果を踏まえまして、今回、甚

大な被害を受けました大肥川や鶴河内川、小

野川などにおいても改良復旧を行い、再度災

害防止に向けて取り組んでまいります。

衞藤委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑はありま

せんか。

木田委員 資料の作成ありがとうございまし

た。

２４年災の改良事業費が幾らだったのかと

いう比較はできるんですかね。今回の原形復

旧以外の総事業費を幾ら投入する予定で、２

４年のときはどのくらいの予算で投入された

かというのは分かるんですか、原形復旧以外

で。今、２箇所の説明はあったんですが、２

４年の全体の改良工事事業費と、今回やろう

とする改良部分の事業費の比較というのがで

きるんでしょうか。

後藤河川課長 比較まではしておりませんが、

有田川につきましては、この激甚災害、２４

年の全体事業費を明示しておりますが、１０

億円でございます。今回の事業につきまして

は、ちょっとまだ全体事業費の資料が手元に

ございませんので、すみませんが後ほど調べ

て――追加で申し訳ございません。今回はま

だ、査定をこれから受けますので、今後の事

業費というのは分かっておりません。

木田委員 未完了区間、事業中のところもま

だ残っていると思うんですけど、せめて前回

はあの規模の災害に対して、県で５０億円の

投資をしたとかいうことが分かると、今回は

これだけしようとしているんだなとか、だい

ぶ縮小しているのでもう二度とこのような災

害は起こらんのじゃないのだろうかとか、こ

の辺の額を投じれば何とか防げるんじゃなか

ろうかという感覚を我々も持てると思うんで

すけど、それがちょっと見えないんでですね。

前回はもう１００億なのか、いや、分から

んですけど、規模感ということで教えてもら

えるとありがたいんですが。

後藤河川課長 詳しい事業費を後ほど調べて

お知らせしたいと思います。大変すみません。

阿部土木建築部長 もちろん河川の改良復旧、

これは再度災害防止という観点で先般の議会

でも私がお答えしたとおりなんですけれども、

これからやるところについては、やはり再度

災害防止のためにどれだけの拡幅とか河川の

改良が必要かというのは、今いろいろ協議、

検討しております。もちろん金額で決まるも

のではありませんけれども、規模もあります

しですね。そういう意味におきまして、最大

限に効果をどう出すかというところと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

衞藤委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方の御質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑等もないようなの

で、これより採決いたします。

まず、第８０号議案のうち本委員会関係部

分については、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕
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衞藤委員長 御異議がないので、本案のうち

本委員会関係部分については、可決すべきも

のと決定いたしました。

次に、第４号報告のうち本委員会関係部分

については、承認すべきものと決することに

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 御異議がないので、本報告のう

ち本委員会関係部分については、承認すべき

ものと決定いたしました。

次に、第８５号議案県有地の売却について、

執行部の説明を求めます。

梶原港湾課長 続きまして資料の７ページを

御覧ください。

第８５号議案県有地の売却について御説明

いたします。

今回売却予定の６号地Ｃ－２地区の土地に

つきましては、４月の初常任委員会で御説明

申し上げたところですが、その後の公募の結

果、土地の売却相手について決定いたしまし

たので、今議会に売却の議案を上程させてい

ただいたものです。

具体的には、６号地Ｃ－２地区の海寄り西

側の８ヘクタールを売却予定地として、必要

な造成を行うとともに、橋りょうや区画道路、

工業用水や上水道等の整備を行うことを前提

にいたしまして、製造業を対象として、去る

７月１０日から公募を開始しました。

提出期限までに愛媛県に本社があるフジボ

ウ愛媛株式会社１社から計画提案書の提出が

あり、８月８日に開催した審査委員会での審

査の結果、提案された計画の内容に不適格事

項がなく、計画内容に特に問題がなかったこ

とから、同社が最優秀提案者として選定され、

契約予定者として決定いたしました。

その後、分譲に向けて同社と協議・交渉を

行っておりましたが、８月２１日に同社から

の立地表明がありまして、８月２３日に同社

との土地売買に関する仮契約の締結に至った

ところです。

売却予定地の概要ですが、面積は、８万４

０．２１平方メートル、売却予定価格は、１

８億８，０９４万４千円になります。

なお、同社の概要ですが、商号はフジボウ

愛媛株式会社。大分の工場では、液晶ガラス

や半導体の研磨用パッドを製造する予定で、

雇用予定者数は、操業当初時点で１８名から

２５名と伺っております。

この度の同社の進出は、単に６号地Ｃ－２

地区の一部の売却が進むということにとどま

らず、今後の大分県での産業集積や、地域の

雇用拡大に資するものであると考えておりま

すので、同社と土地売買契約を締結したく、

議会の承認をお願いするものでございます。

衞藤委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑はありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方は御質疑ありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 御異議がないので、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

次に、総務企画委員会から合い議がありま

した第８３号議案大分県使用料及び手数料条

例の一部改正について、執行部の説明を求め

ます。

宮本建築住宅課長 第８３号議案大分県使用

料及び手数料条例の一部改正について説明い

たします。議案書では３０ページですが、資

料の５ページを御覧ください。

小規模不動産特定共同事業関係手数料の新

設についてでございます。

まず、資料左上に記載しています不動産特

定共同事業についてですが、宅地建物取引業

の免許を所持している不動産業者が、投資家

からの出資等により不動産の売買や賃貸等を

行い、その収益を投資家へ配当する事業です。

現行事業は許可制度で、投資家保護の観点
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から、資本金が１億円以上の企業に限定され

ております。

空き家・空き店舗の再生・活用が不十分、

地方の小規模事業者にとって事業の許可要件

が厳しく参入しにくいといった状況から、左

下に記載のとおり法改正に伴い、新たに小規

模不動産特定共同事業が創設され、資本金要

件が１千万円以上の小規模な企業でも参入で

きるようになります。

また、出資者に交付する書面の電子化や、

インターネットを活用した資金集めなどのク

ラウドファンディングに対応した環境も整備

されることで、全国からの資金集めも可能と

なり、県内においても新たな不動産業者の参

入や、現在社会問題化しています空き家・空

き店舗の再生などが期待されます。

小規模不動産特定共同事業は、５年更新の

登録制度となり、資料右下の記載のとおり、

これに伴う手数料を新設するものでございま

す。

今回改正する手数料条例の施行日は、今回

の改正法の施行日の本年１２月１日と同日と

しております。

続きまして、資料の６ページをお開きくだ

さい。

住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の登録手数

料の創設について説明いたします。

最初に背景としまして、住宅確保要配慮者、

以下「要配慮者」と言いますが、その状況は、

増加する単身高齢者の孤独死、低額所得者の

家賃滞納、子育て世帯は子どもの事故や騒音

等の不安から大家の入居拒否感が強いと言わ

れております。

また、総人口が減少する中、住宅ストック

の状況につきましては、住宅に困窮する低所

得者に対する受皿としまして供給してきた公

営住宅の増加が見込めない一方で、民間の賃

貸住宅等の空き家などは増加傾向となってお

ります。

これらの背景を踏まえ、右上に記載のとお

り民間の空き家等を活用した住宅セーフティ

ーネットの強化を図ることを目的として、要

配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関す

る法律が改正され、本年４月２６日に公布さ

れたところです。

次に登録制度の概要ですが、新たな取組と

しては、大家が空き家等を要配慮者の入居を

拒まない賃貸住宅として都道府県等へ登録す

ることにより、広く県民に情報提供をするも

のです。

今後の取組として、要配慮者向け賃貸住宅

の供給促進計画の策定、登録住宅の改修や入

居者への経済的支援、要配慮者の入居支援な

どによりまして、登録制度を補完していく枠

組みです。

今回は、この登録制度に伴う手数料の新設

を行うもので、１０月２５日の施行を予定し

ております。

衞藤委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。御質疑はありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方は御質疑ありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決いたします。

本案のうち本委員会関係部分について、原

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会

に回答することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 御異議がないので、本案のうち

本委員会関係部分について、原案のとおり可

決すべきものと総務企画委員会に回答するこ

とに決定いたしました。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、執行部より報告をいたしたい旨の申

出がありましたので、これを許します。

まず、①の報告をお願いします。

阿部土木建築部長 それでは、長期総合計画

の実施状況について御説明いたします。お手

元の資料ですけれども、大分県長期総合計画

の実施状況という別冊資料を御覧ください。

これは、大分県行政に係る基本的な計画の
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議決等に関する条例に基づき、毎年報告して

いるものでございます。

今回は、平成２７年度にスタートした安心

・活力・発展プラン２０１５について御報告

いたします。

なお、お手元に配付しておりますが、別紙

のまち・ひと・しごと創生大分県総合戦略基

本目標・施策ＫＰＩ達成状況については、別

冊に記載している目標指標から、総合戦略に

掲げた基本目標と施策ＫＰＩを抜き出したも

のでございます。併せて御参照いただきたい

と思います。

それでは、別冊の１ページをお開きくださ

い。

まず、本プランには全部で５９施策ござい

まして、施策ごとに①の指標による評価や②

の指標以外の観点からの評価、それから③の

施策に対する意見・提言によって総合的に評

価したものをこの表に記載しております。

施策の進捗状況については、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄの４段階評価をしておりまして、Ａ評価の

「順調」及びＢ評価の「概ね順調」は５８施

策、全体の９８．３％となっています。また、

Ｃ評価の「やや遅れている」は１施策となっ

ております。

次に２ページをお開きください。目標指標

の進捗状況でございます。表の一番上にあり

ますように、「達成」から「著しく不十分」

までの４段階の区分としております。

指標は全部で８９ありまして、「達成」及

び「概ね達成」は８４指標、全体の９４．４

％となっており、また、「達成不十分」は３

指標、「著しく不十分」は２指標となってお

ります。

なお、参考資料として、１９２ページ以降

に、政策・施策ごとの「平成２８年度の目標

値に対する達成度」及び「最終年度 平成３

６年度の目標値に対する達成度」が一目で分

かるようにレーダーチャート方式で示してお

りますので、後ほど御覧いただければと思い

ます。

３ページにお戻りください。

土木建築部が所管する施策は四つございま

して、表の左から２列目、政策欄の下から２

番目にございます「９安全・安心な県土づく

りと危機管理体制の充実」の右側、（３）県

民の命と暮らしを守る社会資本整備と老朽化

対策の推進、それから５ページになりますけ

れども、表の左から２列目の政策欄の下段に

ございます「４「まち・ひと・しごと」を支

える交通ネットワークの充実」の右側、

（１）人の流れ、物の流れの拠点づくり（九

州の東の玄関口としての拠点化）と（２）広

域交通ネットワークの整備推進、（３）まち

の魅力を高める交通ネットワークの構築とな

っております。

この四つの施策については、表の左から５

番目、太枠の総合評価でＡ評価としておりま

す。着実に取組を進めているところでござい

ます。施策における指標の達成状況について

抜粋して説明をさせていただきます。

まず、７０ページをお開きください。

県民の命と暮らしを守る社会資本整備と老

朽化対策の推進の施策には、ページ中ほどⅡ

目標指標の欄に二つの指標がございまして、

その全ての指標で、表の中ほどの平成２８年

度の達成度は９０％以上でございまして、目

標を達成あるいはおおむね達成ということで

ございます。

次に、１８０ページをお開きください。

まちの魅力を高める交通ネットワークの構

築の施策でございますが、ページ中ほど、Ⅱ

目標指標として、主要渋滞箇所で対策を講じ

る箇所数の指標がありまして、表の中ほど、

平成２８年度の達成度は１００％ということ

でございます。

本プランで土木建築部が所管する施策で目

標値が達成されておりますのは、厳しい財政

状況ではありますが、土砂災害から人命を保

護するためのソフト対策としての基礎調査や、

緊急輸送道路上の橋りょうの耐震化などの地

震・津波対策が着実に進んでいること、また、

国等への要望活動等によりまして、中九州横

断道路や中津日田道路などの地域高規格道路
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の整備や、インターチェンジにアクセスする

道路整備などが計画的に進んでいるというこ

とが主な要因であると考えています。

衞藤委員長 ただ今の報告につきまして、御

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方は御質疑等あり

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑もないので、次に

②の報告をお願いします。

麻生建設政策課長 続きまして、土木建築部

が所管する公社等外郭団体の経営状況等のう

ち、公益財団法人大分県建設技術センターに

ついて御説明いたします。

議案書では２９５ページ以降でございます

が、説明については、別冊の県出資法人等の

経営状況報告概要書で説明いたします。２４

ページをお開きください。

まず、項目２の出資金でございますけれど

も、県が２千万円、市町村が１千万円、合計

３千万円となっております。

次に、項目３の事業内容でございますが、

まず、社会資本の整備及び県土づくりを担う

人材育成に向けた技術・技能の研修、普及啓

発及び情報提供事業といたしまして、県、市

町村、民間を対象とした技術的な実務研修な

どを実施しております。

次に、社会資本の整備や維持管理、県土づ

くり等に関する技術相談及び積算、技術審査、

品質監理、検査等に係る支援事業といたしま

して、県、市町村が行う工事の積算や施工監

理を受託しております。

そのほか、社会資本の品質確保に係る各種

材料試験及び調査研究事業や社会資本の情報

化へ向けての支援事業などを実施しておりま

す。

続きまして、項目４の平成２８年度決算状

況でございます。

正味財産増減計算書の経常収益は、項目３

にありますとおり、各種事業の受託費等の合

計で３億７，５４０万７千円、それに伴う費

用を差し引きしました当期経常増減額は７，

８５１万円を計上しております。それに当期

経常外増減額と当期指定正味財産増減額を合

わせ、８，１４５万３千円の当期正味財産の

増となっております。

なお、当期指定正味財産の増額としまして、

地元建設事業者より建設業界の人材育成を目

的として３００万円の寄附を受けております。

次に、項目５の問題点及び懸案事項、項目

６の対策及び処理状況についてでございます。

経営面からは、引き続き県及び市町村事業

の積極的な受注活動を実施し、併せて事業内

容の更なる充実を図り、今後も安定的な法人

運営を継続する必要がございます。

そのために、研修事業の充実や新規事業の

開拓などを含め事業内容や組織体制を検討し、

発注者支援・補完機関としての持続的な活動

に努めていくこととしています。

疋田用地対策課長 続きまして、大分県土地

開発公社についてでございます。

今御覧の資料の２５ページをお開きくださ

い。

項目２の出資金等は３千万円で、県が１０

０％出資しています。

項目３の事業内容ですが、公有地の拡大の

推進に関する法律第１７条に規定する業務と

して、用地取得事業と用地売却事業の二つの

事業を実施しており、その主なものを御説明

申し上げます。

まず、１の用地取得事業でございます。

（１）の公有地取得事業といたしまして、県

事業の国道２１２号日田拡幅や国道４４２号

宗方拡幅、宇佐高田国東広域事務組合事業の

一般廃棄物処理施設などの用地取得について、

県や市等から委託を受けて実施しました。

（２）の土地造成事業では、玖珠工業団地に

おける埋蔵文化財調査や大分北部中核工業団

地における維持管理を実施いたしました。

次に、２、用地売却事業です。（１）の公

有地売却事業といたしまして、公有地取得事

業で取得した用地の売却を実施いたしました。

また、（２）の土地造成売却事業では、大
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分北部中核工業団地において、旭鋼管九州に

１区画を分譲したほか、九州ケミカルほか１

社分に係る割賦販売を実施いたしました。

次に、項目４の平成２８年度決算状況につ

いてでございます。

左側が損益計算書ですが、一番上の売上高

は、項目３で御説明しました用地取得事業と

用地売却事業に伴う収益の合計で、２０億４，

４３３万７千円でしたが、売上高から売上原

価、販売費及び一般管理費を差し引いた営業

利益は、４，６０１万３千円のマイナス、損

失となりまして、営業外収益を加えた後でな

お、４，０９０万２千円の当期純損失を計上

いたしました。右の貸借対照表でございます

が、一番下のところ、この当期損失につきま

して繰越準備金で補填した後の利益剰余金は、

１４億６，１００万５千円となりました。

最後に、項目５の問題点及び懸案事項、項

目６の対策及び処理状況です。

問題点・懸案事項の一つ目といたしまして

は、まず、平成２８年度が赤字決算となった

ことでございます。この原因は、用地交渉の

不調や受託先の事業の実施スケジュールの遅

れにより、予定した受託事業費が大幅に減少

し、附帯する事務費収入が確保できなかった

ことによるものでございます。

対策といたしまして、平成２８年１２月に

県と公社で経営健全化プロジェクトチームを

設置いたしまして、課題の整理あるいは２９

年度の赤字脱却に向けた取組など、特に市町

村事業の受託拡大策を中心に対策を検討して

おります。

懸案事項の二つ目といたしまして、今後の

事業量の確保と長期保有土地の早期売却がご

ざいます。

対策といたしましては、受託事業量の確保

のための受託先の開拓が引き続き重要という

ことで、公社の持つ機動性や用地の専門職員

のいない部署のサポートなど公社活用のメリ

ットのＰＲ等を通じて、特に市町村事業や国

土交通省の事業、県の他部局の事業の受託を

積極的に進めてまいります。

なお、長期保有土地の主なものは２箇所ご

ざいまして、１箇所目は、豊後高田市のかな

え台の大分北部中核工業団地です。２６区画

中２２区画が分譲済みで、残りの４区画につ

いて、商工労働部が積極的に売り込みを行っ

ているという状況でございます。

２箇所目は、玖珠工業団地でございます。

今年度からいよいよ造成工事に着手している

ところでございます。

梶原港湾課長 続きまして、株式会社大分国

際貿易センターについてでございます。

資料の２６ページを御覧ください。

まず、項目２の出資金については、１億８

千万円で、県が２７．３％出資しています。

項目３の事業内容ですが、本県産業の国際

競争力を高めるため、大分港大在コンテナタ

ーミナルの指定管理による管理運営業務や、

同社所有の大分国際貿易センタービル、冷凍

冷蔵倉庫など不動産の賃貸業、関係機関と連

携したポートセールスを行っています。

項目４の２８年度決算状況についてですが、

下の方、下線を引いております当期純利益が

１,７９４万４千円の黒字、当期末の利益剰

余金も１億２，００１万１千円の黒字となっ

ております。

項目５の問題点及び懸案事項並びに項目６

の対策及び処理状況についてですが、同社は

平成１３年度から黒字決算を継続しています

が、同社所有施設の老朽化が進んできており

ます。その対策が課題となっています。

そのため、今後は、中長期的なトータルコ

ストの縮減・平準化に向け、計画的な施設改

修、更新を行っていくこととしております。

また、コンテナターミナルの利用拡大のた

め、コンテナクレーンなどの港湾施設使用料

の減免や各種助成制度などを活用しまして、

県や大分市、関係団体と共同して積極的なポ

ートセールスに取り組んでいくこととしてお

ります。

宮本建築住宅課長 次に、大分県住宅供給公

社についてです。

資料の２７ページをお願いします。
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まず、項目２の出資金については、１千万

円で、県が全額出資しています。

次に、項目３の事業内容でございます。

主要な事業として三つの事業を行っており

ます。

一つ目の分譲事業は、国東市の向陽台で分

譲宅地の販売を行っており、平成２８年度は

６区画を販売しました。

二つ目は、公社所有の賃貸住宅や店舗用地

等を管理する賃貸管理事業です。

三つ目の受託事業は、主に公営住宅等の管

理受託を行っており、県営・市営住宅及び公

社賃貸住宅の一体的な管理により、事務処理

や災害時対応の迅速化など、入居サービスの

向上を図るため、公営住宅の管理代行等を拡

充しているところであり、平成２８年度は、

これまでの県や７市に加え、新たに別府市の

管理代行を受託しました。

そのほか、県等からの設計監理業務等を受

託しております。

なお、平成２８年度の県営住宅の使用料、

家賃の収納率につきましては、現年度分が９

９．９２％と過去最高の収納率を更新したと

ころです。

次に、項目４、平成２８年度の決算状況で

あります。

公社全体の決算としましては、売上高では、

合計で１１億５６９万９千円となっておりま

す。これに売上原価等の費用を差し引いた営

業利益は１億４５８万４千円を計上しており

ます。

そして、支払利息を含めた営業外費用や資

産の評価損などにより、当期純利益は、３,

５６８万３千円となっております。

次に、項目５、問題点及び懸案事項につい

てであります。

まずは、現在保有している分譲用資産の早

期売却です。

国東市の向陽台について、昨年度までに２

６２区画中、２３１区画を販売しており、残

りの区画について早期売却に向け、引き続き

全力で取り組む必要があります。

また、公営住宅等の管理受託者として、サ

ービスや家賃収納率の向上など、適切な管理

を実施するとともに、経費の縮減等経営努力

を重ねていく必要があります。

対策及び処理状況として、分譲用資産の売

却については、子育て支援などの独自の助成

制度や国東市とも連携しながら、引き続き総

力を挙げて取り組むことにしております。

受託事業につきましては、県営・市営住宅

及び公社賃貸住宅の一体的な管理により、住

居相談のワンストップ化など入居サービスの

向上を図るため、受託事業における公営住宅

の管理代行等を拡充するとともに、管理体制

の充実を図ってまいります。

以上で、当部が所管する外郭団体の経営状

況等の報告を終わります。

衞藤委員長 ただ今の報告につきまして、御

質疑、御意見はございませんか。

小嶋委員 ２５ページの土地開発公社ですけ

ど、当期純利益がマイナス４千万円ほどあり

ます。これは中身を見てみますと、販売費及

び一般管理費が４，６００万円ほど出ていて、

それが影響していると思われるんですが、昨

年はいかがだったんですか。

疋田用地対策課長 昨年の決算額も実は３，

３００万円の赤字決算ということでございま

す。原因は、土地開発公社は基本的に取得価

格で委託者、県とか市に売るということで、

そのときに一定率の事務費収入を併せて頂く

という仕組みになってございます。要は、相

手が地方公共団体ですので、取得額に利益を

たくさん上乗せして売る形が基本的には許さ

れないということになっていまして、受託の

事業量を確保することによって利益を確保す

ると。ある一定程度の事業費を確保しないこ

とには、販売費及び一般管理費が捻出できな

い、補 できないという仕組みになっていま

して、そこに書いていますように、事業量が

予定よりも落ち込んだということが赤字の原

因だと認識しております。

小嶋委員 見てみますと、売上高と原価とそ

う差がないわけですよね。言われるように、
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公共団体が相手だから余り高く吹っかけちゃ

ならんということなんでしょうけれども、赤

字が昨年は３千万円余り、それから今年は４

千万円余りで、利益剰余金が１４億６千万円

ありますが、単純に見ますと、これを食い潰

してしまう可能性があるんじゃないかなと私

は思うんです。長期的な目で見て、毎年４千

万円、３千万円と赤字を出していていいんで

しょうかね。

疋田用地対策課長 今御指摘いただきました

ように、２８年度の決算時点で１４億６千万

の利益剰余金、これは過去の利益をこつこつ

積み立てた分ですね。それを２８年度は赤字

で４千万ほど食い潰してしまっていると。こ

れは当然放置していいという認識は持ってい

ませんで、そのために昨年の１２月の時点、

要は２８年度の決算が赤字になりそうだとい

う時点から私どもとして危機感を持って、そ

の対策を考えておるところでございます。

一つちょっと余分なことですけど、公社の

受託事業費というのは波がございます。発注

者側の都合で波があるという前提で利益剰余

金という制度がございまして、要は、受託事

業が多いときにはきちっとためておきなさい

と、そして事業費の波を乗り切っていきなさ

いというのが元々の制度であると思いますが、

さはさりながら、毎年、過去の遺産を食い潰

していくようなことは許されないと思ってお

りますので、事業費の確保に向けて、私ども

と公社で全力を挙げて対策を講じていきたい

と思っております。

小嶋委員 昨年が３千何百万か赤字で、その

前、あるいはその前、ずっと経過的に５年１

０年遡っていってどういう状況になっている

かというのを見てみないと分かりませんが、

それは大事なことですけど後の問題として、

２９年度ね、今現状やっている中で、今年は

利益剰余金を食い潰さなくても大方いけそう

なんですか、どうなんでしょうか。

疋田用地対策課長 結果を明確にお答えする

のは（「まだ終わっちょらんけんね」と言う

者あり）ええ、と思いますけど、今の段階で

は、実は私ども毎月１回、公社と情報交換、

ワーキンググループをやっていまして、定期

的に受託の事業の進捗状況等も確認をしてお

りますが、今の段階では、平成１４年依頼の

国土交通省事業、これは大分市の高江地区の

拡幅事業です。これを受託して、今のところ

順調にいっておると。あるいは、県と大分市

で今やっています動物愛護センターの用地取

得、さらには、今年からいよいよ造成に入り

ます玖珠工業団地の造成事業、こういったも

ので、今時点ということでございますけど、

２９年度については黒字と見込んでおるとこ

ろでございます。

衞藤委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方、御質疑ありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑等もないので、次

に③の報告をお願いします。

麻生建設政策課長 次に、おおいた土木未来

（ときめき）プラン２０１５の取組状況につ

いて、御報告いたします。

土木建築委員会資料にお戻りください。８

ページをお開き願います。

これは、大分県行政に係る基本的な計画の

議決等に関する条例に基づき、毎年報告して

いるものでございます。

このプランは、大分県長期総合計画「安心

・活力・発展プラン２０１５」の実現に向け、

平成２８年４月からスタートした土木建築部

の長期計画でございます。

プランでは、着実に目標達成ができるよう、

毎年度フォローアップを行うこととしており

まして、今回は平成２８年度末時点での目標

指標毎の取組状況を一覧表にまとめたもので

ございます。

１６項目の目標指標について、２８年度の

目標値に対してどの程度近づいたかを達成率

として算定しております。

具体的には、最上段、安心な暮らしを守る

強靱な県土づくりの上から６番目の項目の指
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標であります県管理道路における法指定通学

路の歩道整備率については、県下で約３キロ

メートルの歩道等を整備したことから、２８

年度の目標７４．０％に対して７５．７％と

なり、１０２．３％の達成率となっておりま

す。

また、下段の発展を支える交通ネットワー

クの充実の上から３番目の項目の指標であり

ます小規模集落から幹線道路へのアクセスを

改善した集落数については、日田市の国道４

４２号合瀬工区などの整備により、新たに１

７集落のアクセスが改善されたため、２８年

度の目標３０集落に対しまして３５集落の１

１６．７％の達成率となっております。

全体としては、一番下の全体総括表に記載

しておりますように、１６の指標があり、そ

の全ての指標で平成２８年度達成率が９０％

以上と、目標を達成あるいは概ね達成してお

り、本プランはおおむね計画どおり実施され

ていると考えております。

なお、別冊にておおいた土木未来プラン２

０１５平成２８年度実施状況をお配りしてお

りますので、後ほど御覧いただければと思い

ます。この冊子は今後ホームページでも公表

する予定としております。

衞藤委員長 ただ今の報告につきまして、質

疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方は御質疑ありま

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑等もないので、次

に④の報告をお願いします。

渡辺都市・まちづくり推進課長 都市計画道

路庄の原佐野線の元町・下郡工区の開通の見

通しにつきまして、御報告させていただきま

す。

委員会資料の９ページを御覧ください。

元町・下郡工区につきましては、万寿橋、

観音殿陸橋、宗麟大橋などの大規模な構造物

の工事が順調に進んでおりまして、おおむね

工事完成の時期が見えてきたところでござい

ます。

本体工事に加え、信号機の移設や標識設置

などの関連工事も含めまして、来年の１月に

は工事が完成し、開通させることができるも

のと考えております。

また、開通によりまして庄の原佐野線に集

中する交通の渋滞対策を行います。資料中ほ

どの渋滞対策を御覧ください。

上段の下郡バイパスの下郡工業団地入口交

差点につきましては、右折車線の増設を行い

ます。また下段の米良バイパスの南下郡東下

交差点につきましては、左折車線の増設と右

折車線長の延伸を行います。

これらの交差点のほか、国道１０号の東元

町交差点を加えた３箇所の交差点につきまし

ては、交通の監視カメラを設置することによ

りまして、交通状況に応じて、県警が信号機

の調整を行える体制といたします。

なお、開通に当たりましては、県民の皆様

への周知を図るために、現場見学会などのイ

ベントを事前に行い、広報に努めるとともに、

開通日におきましては、式典を予定したいと

考えております。

衞藤委員長 ただ今の報告につきまして、御

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 委員外議員の方の御質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 御質疑等もないので、以上で諸

般の報告を終わります。

この際、何かほかにありませんか。

麻生建設政策課長 私から、県内所管事務調

査のまとめについて、御連絡いたします。本

年の５月１８日から６月７日にかけまして、

土木建築部の各地方機関、関係公社等を調査

いただきました際に、各市町村から提出され

た要望事項につきまして、本年度の取組状況

を取りまとめましたので、今、お配りさせて

いただいております。後ほど御覧いただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。

衞藤委員長 ほかに何かありませんか。
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古手川委員外議員 冒頭にちょっと御挨拶さ

せていただきましたが、県南の地域が、特に、

すみません地元で、津久見の市役所が――私

の自宅も市役所のすぐ近くでございまして、

タイヤショベルとダンプを出して、一昨日の

ちょうど部長がおいでになったときに私も陣

頭指揮で道路の開通をやったんですけれども、

役所の１階がもう完全に水没し、グラウンド

自体も使えないという中で混乱をしておりま

す。一生懸命、市の職員の皆さんも市長を先

頭に頑張っていただいておりますが、ただ、

人的にもいろんな面でやっぱり全く足りてお

りません。昨日、知事からも県の方から何で

も応援をすると力強いお言葉を頂いておりま

す。特に土木建築部の皆さんには力添えをい

ただかなきゃいけないと思っております。

現地に入りますと、やっぱり土砂があった、

水が出たといろんな形で、地域の方も状況が

よく分からないんで、もう怖いということで

すね。だから、いつまでにこういうふうにし

ますよという部分だけでも早目に地域の区長

さんなりに連絡ができると、少し落ち着いて

いただけるのかなという思いが実感としてあ

りますので、是非そういう面でも市と――今、

土木は本当に発災からいい動きをしていただ

いておりまして、感謝もしておりますけれど

も、土木だけでも足りないと思いますんで、

是非本庁からも部長よろしくお願い申し上げ

ます。すみません、どうもありがとうござい

ました。

衞藤委員長 執行部から今のお話で何か御意

見ありませんか。

阿部土木建築部長 意見はありませんけれど

も、私どもも土木事務所を含めて、土木建築

部は本当に防災センターという意識をしっか

りとこれまでも持ってまいりました。特にこ

ういった危機管理においては、迅速な対応と

いうことを心掛けております。私どももこれ

までどおりしっかりと対応させていただきま

すので、何事でもおっしゃっていただければ

と思います。（「ありがとうございます」と

言う者あり）

森委員外議員 すみません、２点だけお願い

です。実は、行方不明者が朝地町で出ており

まして、私も昨日、おとといと消防団の活動

として河川沿いを捜索してまいりましたけれ

ども、いまだ見つかっておりません。昨日は

県警の機動隊に上流から河川の中を見ていた

だいたんですけれども、それでも見つからな

いということで、もしかしたらもう海の方に

行っているんじゃないかという可能性がある

ということですので、港湾関係者の方にもそ

の辺、周知を是非お願いしたいなというのが

１点でございます。

もう１点、これはどこの河川でもあること

だろうと思うんですけれども、今回、いわゆ

る被害が出ている箇所に関しては、河川への

土砂の堆積が多い箇所で、以前から懸念され

ている箇所、要望の多い箇所で氾濫をしてお

ります。先ほどあったように、おおむね浸水

対策は計画に対しては達成されているという

ことであるんですけれども、河床掘削、いわ

ゆる土砂の除去に関して地域からの要望が非

常に多い、そういう箇所で今回も多くの被害

が発生しているということで、計画どおりで

はあるんでしょうが、それ以上にやっぱり地

域の要望に対応していただくために、今後、

計画の見直しですとか、予算の確保、その辺

りを、財政との絡みもあるかもしれませんけ

れども、災害を未然に防ぐという観点からも、

是非御尽力をお願いしたいということでござ

います。

以上２点でございます。

阿部土木建築部長 まず行方不明の方に関し

ましては、本当に早く捜索が進むことを祈っ

ておりますけれども、港湾関係者を含めて、

しっかり通常点検に加えて、そういう意識を

持つようにいたします。（「お願いします」

と言う者あり）

それから大事なことは、今おっしゃいまし

た河川の被災、被害の要因となった河川の中

にたまっている土砂というのは、特に今度、

北部九州豪雨も含めてそうなんですけれども、

かねてから御指摘をいただいて、早急な除去
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ということで我々も努めてきておるんですけ

れども、何分にも予算獲得に今、一生懸命頑

張っております。特に、災害時に発生したも

のを早くどけないと、それこそ異常にたまっ

ているところもありますので、そういった対

応が大事だということで、補正予算を今回も

含めて要求させていただいておりますが、こ

れからも恒常的に、どういうふうに河川対策

に取り掛かっていくのかということを含めて、

計画を持って、これまでの緊急的な話を加え

て継続的にしっかりやる。そのためにはやは

り財源、予算の確保が大事と思っております。

したがいまして、なかなか交付金とかいう

補助制度を適用できないジャンルであります

ので、県の単独予算が中心になってくるとい

うことになると、やはり我々が必要性をしっ

かり訴えながら、財政当局も含めてしっかり

とお願いしてまいるというスタンスでこれか

らも頑張ってまいりますので、どうかお力添

えの方もまたよろしくお願いいたします。地

域の声がやっぱり非常に大事だなと我々思っ

ております。よろしくお願いします。（「よ

ろしくお願いします」と言う者あり）

衞藤委員長 ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 土木建築部の皆さん、大変でし

ょうけど頑張ってください。ほかにないよう

ですので、これをもちまして土木建築部関係

を終わります。

執行部は御苦労さまでした。

〔土木建築部、委員外議員退室〕

衞藤委員長 次に、内部協議を行います。

まず、閉会中の所管事務調査の件について

お諮りいたします。

お手元に配付のとおり、各事項について閉

会中の継続調査をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 御異議がないので、所定の手続

きを取ることにいたします。

次に、さきの委員会で正副委員長一任とな

っておりました県外所管事務調査につきまし

て、先日の委員会で協議しましたように１１

月に実施したいと思います。

事務局に簡単に説明させます。

〔事務局説明〕

衞藤委員長 御意見等はございませんか。

〔協議〕

衞藤委員長 それでは、県外所管事務調査の

日程は、１１月１４日から１６日で実施する

ことに決定いたします。

また、具体的な実施案につきましては、事

務局に作成させ、各委員に御連絡します。

細部については、委員長、副委員長に御一

任願います。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 別にないようですので、これを

もちまして委員会を終わります。

お疲れさまでした。


